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宮中取水ダム魚道における魚カウンターを用いたサケ自動計数の試行 
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１．はじめに  

 東日本旅客鉄道（株）が所有する宮中取水ダムは，信濃川河口から 134 ㎞に位置する水力発電用取水ダムで

ある．宮中取水ダム下流の右岸側には 2012 年 3 月に構造等の改善を実施した図-1 のような魚道があり，ここ

では信濃川中流域水環境改善検討協議会による調査として，毎年 9 月 11 日から 11 月 10 日にかけてサケの遡

上調査を実施している．調査方法は図-2 のように鉄製トラップを用いた全数採捕であり，計数は 1 日 3 回実

施している．この調査では確実に遡上数が確認できる反面，トラップ内における一定時間の滞留や計数による

サケへの大きな負荷，毎日の計数作業のために人件費が嵩むなどの課題がある．また，近年の地元漁協等によ

るサケ稚魚放流活動等により，遡上数が増加傾向にあり，今後もサケ遡上数が増加し続けた場合，サケへの負

荷が更に増すことが懸念される． 

このような背景を踏まえ 2013 年より，鉄製トラップを用いた調査に代わる調査手法として，調査精度が高

く，サケへの負荷が少なく，人件費を削減できる，魚カウンターを用いた自動計数 1),2)の試行を，宮中取水ダ

ム魚道に対応する工夫を加えながら実施している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 宮中取水ダム魚道平面図                図-2 2017 年サケ遡上調査実施状況 

 

２．電極棒を用いた魚カウンターの概要 

 魚カウンターの仕組みは，サケを感知するセンサー部と，センサー部から出力された電気信号（パルス波）

を解析して遡上数をカウントする解析部分から構成されている．図-3 のように水中に電極棒を等間隔に設置

し，その上をサケが通過した際に，センサー回路から出力されるパルス波によってサケの遡上数を自動的に計

数するシステムである． 

 

図-3 魚カウンターの仕組み（左：センサー部，右：出力されるパルス波） 
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３．宮中取水ダム魚道での試行 

 宮中取水ダムでの試行は 2013 年から実施しており，現在も継続して実施している．表-1 及び図-4 にこれま

での試行状況を整理した．測定精度の検証では，調査期間中のトラップ調査で確認した総遡上数と，魚カウン

ターで計数した総遡上数から，正常稼働時の測定精度を算出した．また，正常稼働率は調査期間中のトラブル

等により停止を除く日数から算出した． 

仮設水路上の流況改善，仮設水路の改良，解析ソフトの改良，システムの簡素化等を行い，5 年目の 2017

年には正常稼働率 100%，測定精度 97%と高い精度で計数できる結果となった． 

 

表-1 宮中取水ダムでの試行状況 
年 設置箇所 特記事項（前年からの改善点） 結果 課題 

2013 
トラップ入口部 

1 基設置 
 既設のトラップの入口部に魚カウンターを設置 

正常稼働率：42％ 

測 定 精 度：― 

(ノイズ電圧によ

り測定困難) 

 電極のショートや断線による停止が多発 

 センサー上で流速が低下し，サケが滞留 

 大規模洪水により装置が被災 

 ノイズ電圧が大きく解析不能 

 降下するサケに対応できない 

2014 
折返し上流部中腹 

1 基設置 

 流況の改善，被災の可能性を考慮し，設置箇所を上流へ移動 

 仮設水路へサケを誘導するためにスクリーンを設置 

 解析ソフトの改良（ノイズ補正） 

正常稼働率：84％ 

測 定 精 度：67％ 

 水路内で流況が悪化し，パルスが乱れる 

 サケのパルスの振幅が小さく計数できないこと

が多い（特に表層，側壁を通過する際) 

2015 
折返し上流部中腹 

1 基設置 

 精度向上のため仮設水路の改良（電極形状，間隔の変更等） 

 解析ソフトの改良（電圧変更，判定ロジック修正） 

 遡上時に画像撮影をするように，カメラと解析ソフトを連動

（夜間は LED フラッシュ点灯） 

正常稼働率：75％ 

測 定 精 度：86％ 

 水路内で流況が悪化し，パルスが乱れる 

 解析装置（PC）周辺の結露による不具合 

 カメラと連動したことによるプログラムの複雑

化，USB ケーブルの伝送劣化による不具合が多発 

2016 
魚道上流端付近 

2 基設置 

 流況の穏やかな上流に設置箇所を移動 

 精度向上のために 2 基設置 

 解析ソフトの簡素化，バックアップシステムの追加 

 遡上時に映像を撮影 

正常稼働率：66％ 

測 定 精 度：89％ 

 ケーブルの腐食に伴う断線等による不具合 

 カメラ動作不安定化に伴う不具合 

 解析装置停止に伴うバックアップの停止 

2017 
魚道上流端付近 

2 基設置 

 仮設水路入口部を改良し，流況を改善 

 電極とケーブルの接続部を水上へ移動（腐食防止） 

 バックアップシステム及びカメラの別系統化 

 メンテナンスマニュアル作成 

正常稼働率：100％ 

測 定 精 度：97％ 
 今後のハード面の劣化対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 試行状況イメージ図 

４．おわりに 

 今回宮中取水ダム魚道において，魚カウンターを用いたサケの自動計数を試行し，高い精度で測定ができ

ることが分かった．今後は安定的にこの精度を維持して測定ができることを確認し，最終的にはトラップ調

査に代わる調査手法としていきたい． 
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